
                                         令和 5 年 12 月 22 日 

お客様各位 

                                         セノー株式会社 

【再掲】バレーボール用器具 ご利用の際のお願い 

 

拝啓 時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。平素は、弊社製品をご愛顧頂き誠にありがとうございます。 

標題の件、バレーボール用器具の事故を未然に防止し、高い安全性の下、快適にバレーボール競技を行って頂けるよう

下記の通り【注意事項】をご連絡申し上げます。特にバレーボール支柱やネット巻器に関する事故は鼻骨骨折等、頭部

や顔面部の重大事故に繋がる可能性がございます。ご利用に際しては十分にご注意頂きますようお願い申し上げます。 

 

 

 

【注意事項】 

・取扱説明書をよくご確認の上ご利用頂きますようお願い致します。紛失等により取扱説明書がお手元にない場合は弊

社へご用命ください。 

・メーカーによる定期的な保守点検が必要となりますので実施されていない場合は弊社へご相談ください。  

・ネット設置時のネット用ワイヤーやテクノーラロープ破断による事故防止の為、図 1(○)の通り支柱の側面からネッ

ト巻器をご操作ください。ネット巻器操作時は反対側の支柱に近づかず、離れるようお願いいたします。図 1 は注意喚

起としてバレーボール支柱に貼付けているシールです。万が一、経年劣化により図示が薄れていたり、剝がれている状

態で注意内容の認識が出来ない場合は弊社へご用命ください。 

・バレーボール支柱に図 2 のネット巻器ずれ上がり防止加工が施されていない場合は直ちに製品の使用中止をお願い致

します。 

（注記）図２は、ネット巻器を支柱へビス止め式となっておりますが、2 本のバンドで止めるタイプのネット巻器も同

様です。いずれも、ずれ上がり防止加工が施されていない場合は製品の使用注意をお願い致します。     

     

 

 



 

         

     

      

 

      

 

      

  

  

 

      

支柱の「側面」からネット巻器を操作してください 

✕ネット巻器の操作時は反対側

の支柱から離れて下さい。 

✕ネット巻器の操作は支柱の 

「側面」で行って下さい。 

支柱の側面に立つ 

支柱の側面に立つ 

操作中は支柱から離れる 

支柱の真後ろに立たない 

支柱の真後ろに立たない 

操作中は支柱に近づかない 



 

 

 

           

 

〇安全点検の時期と内容（下記の点検内容に基づいて使用前点検を行ってください） 

       

【金属（スチール・ステンレス）製ワイヤー類の危険信号】 

 

 

 

 

 

点検箇所 点検内容 標準耐用年数

ワイヤー(金属製)
一部破断、ささくれ、サビ、端末金具類の抜け等がない

かを確認
２年

コード(繊維製)
摩耗、糸の切断、毛羽立ち、結節、退色、コード径の収

縮等がないかを確認
２年

一部破断・ささくれ 著しいサビ（腐食） 端末金具類の抜け

滑車・ネット巻き部に破断・

ささくれが起きていないか？

理由：ワイヤーが破断される

と強度低下を起こすため。

ワイヤーに著しいサビ見られないか？理由：サビ（腐食）

が進行すると強度低下を起こすため。

取り付けてる金具類が抜けか

けていないか？理由：抜ける

と事故に直結するため。

特に支柱の金属部品（滑車・ネット巻き（ウインチ）との接触部分を重視して確認お願いします。

ネット巻器ずれ上がり防止加工 



 

【高強度・高弾性繊維製ロープ・コード類の危険信号】 

上記【注意事項】の他、製品に何らかの異常が見られる場合、また、使用方法にご不安がある場合は無理に操作 

せず弊社までご連絡頂きたく存じます。ネット巻器ずれ上がり防止加工が施されていないバレーボール支柱（平成 

17 年まで販売）につきましては、ボルトの経年劣化による疲労破断等、目視では確認できない事象によって事故が 

発生する危険もございます。ご使用を中止の上お買換え頂くよう強くお奨め致します。事故を未然に防止し快適に 

製品をお使い頂くため、何卒ご検討の程、お願い申し上げます。なお、バレーボール用器具につきましては、弊社ホー

ムページの「ウェブ製品カタログ」(https://www.senoh.jp/product-catalog/)に掲載しておりますのでご覧ください。 

引き続き弊社製品をご愛顧頂きますようお願い申し上げます。                      敬具 

摩耗・糸の切断・毛羽立ち 結び目・結節 径の縮小

滑車・ネット巻き部による繊維の摩耗・糸の

切断・毛羽立ちが起きていないか？2 層・３

層構造コードの場合は内部のコード層が見え

ていないか？理由：束ねている繊維が切断さ

れることでコードが強度低下を起こしていま

す。

利便性を考慮して輪を作っていないか？結び

目ができていないか？理由：結び目ができる

と破断強度が著しく低下します。

他の部位に比べてコードの太さが著しく細く

なっていませんか？理由：組紐構造のコード

は、コード径が細くなるとコードの弾性が著

しく低下をするため、急激な負荷がかかると

破断しやすくなります。

特に支柱の金属部品（滑車・ネット巻き（ウインチ）との接触部分を重視して確認お願いします。

https://www.senoh.jp/product-catalog/

